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「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」 

コロナ禍にみる全体主義への易き道 

－｢恐れと不安｣の自然な心理が｢差別と排除｣感情発生の社会的土壌 － 

 

【講 師】谷元昭信さん  大阪市立大学非常勤講師 

【日 時】2020 年 12 月 13 日（日） 14：00～16：30 

【会 場】松江市民活動センター（ｽﾃｨｯｸﾋﾞﾙ）交流ホール 

【参加費】５００円 介護者、２０歳未満無料 手話通訳・要約筆記有 

【主 催】人権パッチギの会 松江 

【問合先】090-3638-5438 森 

【後 援】松江市、フォーラム平和・人権・環境 しまね、在日本朝鮮人

総聯合会島根県本部、部落解放同盟島根県連合会、朝日新聞松江総局、山

陰中央新報社、島根日日新聞社、中国新聞松江支社、毎日新聞松江支局、

読売新聞松江支局 

 

アベの「お友だち政治」がようやく終わったと思ったら、スガの「特高政

治」を誕生させてしまった。 

「戦争が廊下の奥に立つてゐた」は戦前詠まれた銃後俳句だが、銃後体制

は少しずつだが着実に形成されている。 

コロナ騒動は「戦時体制のシュミレーション？」 

１．「一致団結してコロナに打ち勝とう！」→「進め、一億火の玉だ！」 

２．「コロナが憎い！」→「鬼畜米英」 

３．「自粛と我慢で乗り切ろう！」→「 ぜいたくは敵だ！ 」 

４．「風俗、パチンコはけしからん！」→ 「 欲しがりません、勝つまで

は！ 」 

５．「医療関係者に応援しよ

う！」→「兵隊さんよありがと

う！」 

６．「自粛警察」→「国防婦人

会」 

いつの世も「非常時」には同じ

ことが繰り返されるようです。 

国策に流されず、足元をしっか

り見据えた生き方をしたいも

のです。 



参加者 感想文 

 

■国は税金の無駄使いが多い様に思う。本当に必要な所へ回すべきだとつ

くづく感じた。国民の 1 人としてしっかり行政の行動を見届ける必要があ

る事を気付かせていただいたように思う  ありがとうございました。谷

元先生の様な考え方に対する切口がおもしろいし聴講していて楽しいと

思います。 

 

■知らない間に全体主義に取りこまれている怖さを感じた。公＝官・行政、

お上と思いこんで「お上のやる事に間違いないんだろう」と任せっぱなし

になっている姿勢を反省した。（松江市庁舎建てかえ問題も同じ）（松江市） 

 

■人権に配慮した障がい者を排除しない会場づくりに事務局の姿勢があ

らわれていると思いました。私たちも良い社会づくりのために GOTO を

使いつつ人権イベントをします。身近な自民自治を！（米子市） 

 

■憲法をくらしにいかすことの大切だと私は発言しましたが、講師のお話

をきき更に学習しなくてはいけないなと思いました。（松江市） 

 

■コロナ禍・ハンセン病等なぜ差別が起きるのか？人間が人間を差別する

という事が、許されるものではないと考えます。他人のうわさ話をうのみ

にして人権侵害してしまう物事の真実を知り、間違った行動をしないよう

に冷静な行動が求められていると思います。（松江市） 

 

■年一度この時期に谷元

先生の講演をきいている。

毎年先生に会うのが楽し

みとなっている。コロナ禍

の全体主義を聞き改めて

全体主義を認識して現代

日本社会を考えさせられ

た。（米子市） 

 

■参考になりました。 

公＝官の実態は大樹（大企



業）をトップとする企業構造ではないですか、損しない生き方ではなく、

助け合える生き方が全体主義への最大の抵抗なのでは、それが実行できる

かどうかは人間力にかかっている その人間力は教育でつくられる他 

何でつちかわれるかそこが大事なところではないでしょうか、私には‥

（松江市） 

 

■いつもながら内容がたくさんでした。消化不良の点も多く、来年も楽し

みにするしかないですね。（谷元先生の講演を） 

話は難しいですが、いつも日々を日本のあり方を考えさせられます。あり

がとうございました。（松江市） 

 

■ワイマール憲法の話は難しかったです。（松江市） 

 

■社会の歴史的な流れ、構造（仕組み）がとてもよくわかるお話でした。

市民として参加して とても有意義な内容でした。行政に関わる人にも聞

いていただき、今後議論していくことが大切ではないかと思いました。（自

分の暮らしと関係した具体的な事について話し合いたいなとおもいまし

た。） （松江市） 

 

■近代民主主義の基本的原理の一つである法の支配について、一人ひとり

の（そして全ての人の）権利を守るための政治 法 国家であり 法も制

度もそれを定める過程もまたその内容も全て民主的でなければならない 

と言う原則に改めて立ち返って考えさせられました。（「法治主義」と「法

の支配」の対比も）今年のコロナ禍、ドイツや日本における緊急事態にお

ける「差別と排除」「全体主義」にかかわる歴史上の出来事、これらをど

のように見て考えるべき

か、大切な視点を示してい

ただいたように感じまし

た。 （松江市） 

 

■勉強になりました。講演

には同感でしたが、僕はナ

チス型の全体主義と日本

の全体主義はちょっとタ

イプが違うと思っていま

す。日本の場合は天皇を前



提とした政治体制の下で全体主義が形成され、ナチス以上に合憲的、民主

的に全体主義が広がっていきます 

もともと全体主義だった、という言い方もできます。 だからよけいに恐

ろしいなあ、と思いながら講演を聞きました。 （松江市） 

 

■権力は「公共」とか「公」を使い分けて（天皇制しかり）、主権在民の

原則を市民自ら放棄することを画策し市民を統制しようとする。 常に権

力を監視し、声を上げ、行動するのが市民の義務である。 

憲法 12 条 この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努

力によつて、これを保持しなければならない。 （松江市） 


























